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免責事項
本資料に記載されている計画、見通し、戦略およびその他の歴史的事実でないものは、作成時点において入手可能な情報
に基づく将来に関する見通しであり、さまざまなリスクおよび不確実性が内在しています。実際の業績は経営環境の変動
などにより、これら見通しと大きく異なる可能性があります。また、本資料に記載されている当社および当社グループ以
外の企業などにかかわる情報は、公開情報などから引用したものであり、情報の正確性などについて保証するものではあ
りません。 
本資料中のスプリント・コーポレーション（以下「スプリント」）に関するいかなる記載も、当社がスプリントに対する
投資家としての立場から行っているものに過ぎず、スプリントを代理して、又はスプリントのために行われたものではあ
りません。本資料中のスプリントに関するいかなる情報も、スプリント自体が今後行うあらゆる開示に服します。スプリ
ント及び当社はいずれも、スプリントが今後行う開示に関連して、又は今後発生する事象を反映するために、本資料中の
情報を更新する義務を負いません。本資料におけるいかなる記載も、スプリントが自ら開示等を行う義務を構成するもの
として解釈されてはならないものとします。



連結業績
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2015年度 
上期

2016年度 
上期 増減額 増減率

売上高 42,812 42,718 -94 -0.2%

調整後
EBITDA 12,505 13,339 +834 +7%

営業利益 6,319 6,539 +220 +4%

当期純利益 4,267 7,662 +3,395 +80%*

当期純利益 : 親会社の所有者に帰属する純利益

 連結業績
(億円)



2015年度 
上期

2016年度 
上期

17,22519,462

5,7095,782
4,0952,488

15,54615,081

4

Net Sales

スプリント

国内通信

ヤフー

流通他

 売上高

流通他=流通+その他+調整額

(億円) 42,71842,812

(為替レート) 
2015年度Q1：121.34円 / 米ドル 
              Q2：121.91円 / 米ドル 
2016年度Q1：109.07円 / 米ドル 
              Q2：102.91円 / 米ドル

($16.3bn)($16.0bn)
円高影響(-2,550億円)
ドルベースは増加

アスクル子会社化

通信サービス売上 
物販等売上の増加

0.2%減ARM
9月6日より計上
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2003 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16

日本基準 国際会計基準
上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期

(年度)
上期 上期

* 2013～2014年度：ガンホーおよびスーパーセルの影響額を控除

 調整後EBITDA
(億円)

上期

13,339

順調に成長
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 調整後EBITDA
(億円)

2015年度 
上期

2016年度 
上期

5,169
5,088

1,1851,044

6,9136,447

スプリント

国内通信

ヤフー
流通・ARM他

流通・ARM他=流通+ARM+その他+調整額

12,505 13,339

(為替レート) 
2015年度Q1：121.34円 / 米ドル 
              Q2：121.91円 / 米ドル 
2016年度Q1：109.07円 / 米ドル 
              Q2：102.91円 / 米ドル

コスト削減が奏功

売上増加と 
コスト削減が寄与

円高影響(-758億円)
ドルベースは17%増($4.9bn)($4.2bn)

7%増
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* 2013～2014年度：ガンホーおよびスーパーセルの影響額を控除

2003 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16

日本基準 国際会計基準
上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期 上期

(年度)
上期 上期

 営業利益
(億円)

* 2013年度はガンホー・ウィルコム子会社化に伴う一時益等を除く

6,539

順調に成長
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3,186

 営業利益
(億円)

2015年度 
上期

2016年度 
上期

1,046814

9941,509

4,6594,260

スプリント

国内通信

ヤフー

流通・ARM他

6,319 6,539 4%増

(為替レート) 
2015年度Q1：121.34円 / 米ドル 
              Q2：121.91円 / 米ドル 
2016年度Q1：109.07円 / 米ドル 
              Q2：102.91円 / 米ドル

売上増加と 
コスト削減が寄与

円高影響(-160億円)
($1.0bn)($0.7bn) ドルベースは48%増

アスクル子会社化 
一時益 594億円

14%増

流通・ARM他=流通+ARM+その他+調整額



06年 
6月

07年 
3月

08年 
3月

09年 
3月

10年 
3月

11年 
3月

12年 
3月

13年 
3月

14年 
3月

15年 
3月

16年 
3月

16年 
9月

9

3.8倍

6.2倍 (ボーダフォン日本法人買収直後)

 純有利子負債 EBITDA倍率 (連結)

4.0倍

数年以内に 
3.5倍へ

*1  2014年度の調整後EBITDAは、ガンホーの持分法適用関連会社への異動に伴う遡及修正をした数値 
*2  2011年度まで：日本基準、ファイナンス・リースおよび優先出資証券含む 
*3 ARM事業の調整後EBITDAを年換算 
*4 Supercell売却による収入考慮後 
*5 ハイブリッド債で調達した金額の50%を資本とみなして算出 
（注）株式先渡契約金融負債を有利子負債から除いて算出。



主要セグメントの状況
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国内通信事業

投資資産

ハイライト
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1. 業績は好調 (営業利益 +9%)

2. スマホ・光を中心に成長加速

3. 2016年度 FCF 5,000億円に変更なし



2012 
上期

’13 
上期

’14 
上期

’15 
上期

’16 
上期 12

(年度)

4,260
4,659 国内通信事業

2014年度以降：国内通信事業 
2013年度以前：移動通信事業 + 固定通信事業 + ブロードバンド・インフラ事業

*2012～2016年度：国際会計基準

EBIT

順調に成長

 営業利益
(億円)

9%増
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国内通信事業EBIT 累計契約数 (主要回線)

2014 
Q1 Q2 Q3 Q4

’15 
Q1 Q2 Q3 Q4

’16 
Q1 Q2

(年度)

堅調に推移
3,230万3,161万

前年比 +69万
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2014 
Q1 Q2 Q3 Q4

’15 
Q1 Q2 Q3 Q4

’16 
Q1 Q2

1.28%

1.06%

国内通信事業

(年度)

 解約率 (主要回線)

大幅に改善
“SoftBank”ブランドが改善 

(光バンドルサービス効果等)
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 顧客還元
国内通信事業

様々なニーズに対応
③長期ユーザー

ポイント15,000円分*4

*1 通話およびデータ通信料込み。「スマホプランS」で「スマホプラン割引」・「ワンキュッパ割」適用時。契約翌月から12カ月間で、13カ月目以降は2,980円／月。 
*2 データ定額サービス。

①コスト重視

1,980円/月*1

②大容量

20GB 6,000円/月*2

長期継続特典
63%OFF *3

*3 「ギガモンスター」導入前の20GBデータプランである「データ定額パック・大容量（20）」（16,000円／月）からの値引率。 
*4  2年間最大。「Yahoo!ショッピング」などYahoo! JAPANサービスで使える期間固定Tポイント。2016年12月開始予定。 
*5  2年間最大。「データ定額30GB」にご加入で、「おうち割光セット 増額キャンペーン」適用時。

④光回線
おうち割 光セット 2,000円/月 割引*5



2014 
Q4

’15 
Q1 Q2 Q3 Q4

’16 
Q1 Q2 16

270万

* SoftBank 光の契約数はSoftBank Airを含む
(年度)

国内通信事業
 SoftBank 光 累計契約数

71万

急成長



2014年度 
上期

2015年度 
上期

2016年度 
上期 17フリーキャッシュフロー = 営業キャッシュフロー + 投資キャッシュフロー 

* 国際会計基準 ソフトバンクグループ㈱との内部取引を除く

国内通信事業

大幅に増加

 フリーキャッシュフロー
(億円) 3,260

1,826

759



国内通信事業

増益を継続 (12期連続増益へ)

FCF 5,000億円へ

スマホ・光に注力

ヤフーとのシナジー/新領域を拡大

2

3

18

4

1

 2016年度 見通し

* 12期連続増益へ：14年度以降は国内通信事業、13年度以前は移動通信事業、固定通信事業、ブロードバンド・インフラ事業の合計



国内通信事業

投資資産
19

1. 業績は好調 (調整後EBITDA +17%)

2. 反転戦略が順調に進展

3. 2016年度 調整後FCF ゼロ近辺へ

2. 反転戦略が順調に進展

3. 2016年度 調整後FCF ゼロ近辺へ

ハイライト

+17%: ドルベース、米国会計基準
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35万

2013 
Q2

’14 
Q2

’15 
Q2

’16 
Q2

6万

-50万

前年比 5倍以上

(年度)

 純増 (ポストペイド携帯電話)

*Q2 : 7月～9月 
*スプリントプラットフォーム 
*MNP純増：大手競合3社それぞれに対して

-40万
Sprint  CMタレント 
Paul Marcarelli

2四半期連続 MNP純増
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(年度)2014 

Q2
’15 
Q2

’16 
Q2

1.0%

1.37%
1.49%

2.12%

 解約率 (ポストペイド携帯電話)

Sprint史上最良

*Q2 : 7月～9月 
*スプリントプラットフォーム
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2013 
上期

’14 
上期

’15 
上期

’16 
上期

(年度)

米国会計基準

160 163億ドル 増収へ173176

 売上高
(億ドル)

*上期: 4月～9月



売上原価 
(サービス)

販管費

2015 
上期

2016 
上期 23

92億ドル
81億ドル

コスト削減

▲11億ドル
削減額

大幅に削減
 コスト削減
米国会計基準 (億ドル)

(年度)
*上期 : 4月～9月
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2012 
上期

’13 
上期

’14 
上期

’15 
上期

’16 
上期

41

32

2727

ソフトバンク 
グループ入り

(年度)

48億ドル

17%増

 調整後EBITDA
米国会計基準 (億ドル)

*上期 : 4月～9月



2012 
上期

’13 
上期

’14 
上期

’15 
上期

’16 
上期

-23

-6

-13

-3

25

ソフトバンク 
グループ入り

大幅に改善

*上期: 4月～9月 
調整後FCF:  営業活動によるキャッシュフロー + 投資活動によるキャッシュフロー (短期投資除く) 

+ 将来リース債権の売却による調達と返済の純額

 調整後フリーキャッシュフロー
米国会計基準 (億ドル)

(年度)

12億ドル
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 RootScoreアウォード 受賞数

2016年 
上期

2016年 
下期

ネットワーク 
大幅改善

137

90

Rankings based on RootMetrics 70 Metro RootScore Reports (January-October 2016) for mobile performance as tested on best available plans and devices on 4 mobile networks across all available 
network types. Your experience may vary. The RootMetrics awards are not an endorsement of Sprint. Visit www.rootmetrics.com.



調整後EBITDA 95～100億ドル

営業利益 12～17億ドル

キャッシュCAPEX 30億ドル未満

調整後FCF ゼロ近辺

2

3

27

4

1

キャッシュCAPEX: 間接販売チャネルを通じて提供されるリース携帯端末の影響を除く 
調整後FCF: 営業活動によるキャッシュフロー + 投資活動によるキャッシュフロー (短期投資除く) + 将来リース債権の売却による調達と返済の純額

 2016年度 見通し



国内通信事業

投資資産
28

ハイライト

1. 増益を継続

2. ディスプレイ広告が成長を牽引

3. ショッピング取扱高が急増



29
2002 
Q2

’04 
Q2

’06 
Q2

’08 
Q2

’10 
Q2

’12 
Q2

’14 
Q2

’16 
Q2

(FY)

営業利益

(年度)

336
 調整後当期純利益
(億円)

増益を継続

* 2012年度以前：日本基準  2013年度以降：国際会計基準 
* FY15 Q2の親会社の所有者に帰属する四半期利益（913億円）は、　　　　　
企業結合に伴う再測定益596億円を差し引き316億円に調整。



2013 
Q2

’14 
Q2

’15 
Q2

’16 
Q2

ディスプレイ 
広告

30

(FY)

296 345  
(+17%)

検索連動 
広告

694
657

(年度)

 広告収入
(億円)

ディスプレイ広告が 
順調に成長
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2013 
Q2

’14 
Q2

’15 
Q2

’16 
Q2

(FY)

1,011

791

注: 「Yahoo!ショッピング」、「LOHACO」の取扱高です。 
　  「LOHACO」は、アスクル（株）におけるLOHACO事業の売上高（取扱高、20日締め）です。

大幅成長

(年度)

Yahoo! JAPAN Brand Guideline サービスロゴデータ 

●1行ロゴ　プロモーション利用の場合は原則このロゴを使用してください。

白抜き利用の場合（背景色は任意） 

モノクロ利用の場合（BL100%） 

●2行ロゴ　リンク用ロゴなどスペースが狭い場合に使用できます。　 

●その他色指定 

PANTONE 259 

DIC 227 

C65%+M100%+K15% 

R123・G0・B153 

＜紫＞ 

※紫ロゴは原則使用しないでください。 

PANTONE Cool Gray 11 

DIC 541 

BL80% 

#545454 Gray 

＜グレー＞ 

PANTONE 185 

DIC 156 

M91%+Y76% 

R255・G0・B51 

＜赤＞ 

ショッピングショッピング

ショッピング

ショッピング

ショッピング

ショッピング

 ショッピング事業 取扱高
(億円)



国内通信事業

投資資産
32

ハイライト

1. 買収後も戦略に変更なし

2. 急成長を継続

3. 様々な産業でARMが採用

(16年上期 チップ出荷数 76億個)



 ARMとのビジョン共有
2016年9月6～7日 
サンノゼオフィス

33



モバイル

既存の戦略を支援・加速

ネットワーク 
・サーバー エンベデッド

34



35

 モバイル

進捗 95%以上のスマホで採用

戦略 最新技術の提供で 
スマホ1台当たり収入を増加



36*バーチャルリアリティーを活用した新体験ジェットコースター“Six Flags Magic Mountain” (カリフォルニア)

 最新技術の普及で収益拡大
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 ネットワーク&サーバー

進捗 半導体各社が 
ARMライセンスを採用

戦略 インテリジェントNWインフラ、 
低消費電力サーバーに注力
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100倍のパフォーマンスへ
 ポスト京スパコンでARMアーキテクチャーが採用

(c) RIKEN
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 エンベデッド

進捗 セキュリティーが強化された 
2つの新プロセッサーを発表

戦略 数十億のセンサーをIoTへ



4040

Cortex-A5 Cortex-M33 Cortex-M23

80% 
省スペース

95% 
省スペース

新製品(10月25日発表)

セキュア・小サイズ・省電力
初の組込プロセッサー
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2006 
上期

’07 
上期

’08 
上期

’09 
上期

’10 
上期

’11 
上期

’12 
上期

’13 
上期

’14 
上期

’15 
上期

’16 
上期

(年)

76億個

急成長を継続
 ARMベース チップ出荷数



新技術・市場に継続的に投資

成長市場でシェアを拡大

IoTの成長機会を追求
42

 2016年度 見通し

1

2

3



国内通信事業

投資資産
43

ハイライト

戦略 主要市場のマーケットリーダー

進捗 Alibabaが急成長



44

 売上高
米国会計基準

2011年 
7-9月期

2012年 
7-9月期

2013年 
7-9月期

2014年 
7-9月期

2015年 
7-9月期

2016年 
7-9月期 (出所) Alibaba 開示資料を基に当社作成　1ドル = 106.43円、6.606RMBで換算

5,524億

3,572億

円

55%増
中国コマース事業が牽引



2011年 
7-9月期

2012年 
7-9月期

2013年 
7-9月期

2014年 
7-9月期

2015年 
7-9月期

2016年 
7-9月期 45

 純利益(税引後)

(出所) Alibaba 開示資料を基に当社作成　1ドル = 106.43円、6.606RMBで換算

2,099億

1,490億

円

41%増
米国会計基準
Non-GAAP

株式報酬費用/無形資産償却/ 
投資の再評価益等の一時損益を除く
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成長戦略の加速



47

Singularity

超知性 
の誕生



48
全ての産業が再定義へ

未来を予測できる世界 事故のない世界 寿命100歳以上の世界

Singularity
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人類史上最大のプロジェクトを 
ソフトバンクが牽引

Singularity
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SoftBank Vision Fund
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SoftBank Vision Fund

+ +
250億ドル～
(2.5兆円)

サウジアラビア 
(PIF)

～450億ドル
(4.5兆円)

その他投資家
(協議中)

(10兆円)
1,000億ドル規模のファンドへ 

ソフトバンク

今後5年で投資
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累計投資額 累計リターン額

$110bn

$7bn

(18年)
IRR 44%

(1999年-2016年)

投資実績

15倍

インターネット企業

(日本法人)

(為替レート) 102円 / 米ドル, 2016年9月20日時点
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累計投資額 累計リターン額

$32bn

$7bn

(18年)
IRR 43%

(1999年-2016年) (為替レート) 102円 / 米ドル, 2016年9月20日時点

投資実績

4倍

インターネット企業 
(Alibaba除く)

(日本法人)
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累計投資額 累計リターン額

$190bn

$30bn

(18年)
IRR 43%

(1999年-2016年)

投資実績

7倍

*1 (為替レート) 102円 / 米ドル, 2016年9月20日時点 
*2 ソフトバンクモバイル事業（旧ボーダフォン日本法人）、スプリント含む

インターネット企業 
(SBM・Sprint含む)

(日本法人)
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IRR実績 (vs 世界主要10ファンド)

c

ソフトバンク
ファンドA
ファンドB
ファンドC
ファンドD
ファンドE
ファンドF
ファンドG
ファンドH
ファンドI
ファンドJ

44%

4%
8%
8%
8%
8%
9%
10%

14%
15%
15%

IRR 
世界No.1
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今後の財務方針

数百億円以上の戦略的投資はファンド経由へ

レバレッジを数年以内に3.5倍へ
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SoftBank Vision Fund
テクノロジー分野の最大級プレイヤーへ



さらなる成長へ

59



2．本資料中の用語の定義等について

3．登録商標・商標について
本資料に掲載されている会社名、ロゴ、製品名、サービス名およびブランドなどは、ソフトバンクグループ株式会社または該当する各社の登録商標または商標です。 
本資料の一部あるいは全体について、当社の許可なく複製および転載することを禁じます。 
- iPhone、iPadはApple Inc.の商標です。  
- iPhone商標はアイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。 

1．IFRSの適用について

2013年度よりIFRS（国際会計基準）を適用しています。2012年度についてもIFRSに準拠して表示しています。

フリーキャッシュフロー(FCF、純現金収支)　：営業活動によるキャッシュフロー+投資活動によるキャッシュフロー  
EBITDA(IFRS)　　：売上高 - 売上原価 - 販売費及び一般管理費 + 減価償却費及び償却費 
EBITDA(日本基準) ：営業損益+減価償却費+のれん償却費 
有利子負債(IFRS)　  ：借入金+社債+リース債務＋割賦購入による未払金+コマーシャル・ペーパー+優先出資証券 
有利子負債(日本基準)：借入金+社債+コマーシャル・ペーパー。リース債務を含まず。  
純有利子負債 ：有利子負債-手元流動性


